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結核患者血清の濾紙電気泳動と昇禾凝析曲線

国立療養所刀根山病院(院 長 渡辺三郎)

松 井 邦 夫 ・田 村 史 郎

(受付 昭和30年5月2日)

(本論丈の要旨は第9回 および第10回 日本結核病学会近畿地方会において発表 した)

結核症の病機の判定に血清を利用し得ることは広 く知

られており,そ の代表的なものは昇禾を利用した血清高

田氏反応およびGr◎s氏 反応である。著者の一人田村は

特にGros氏 反応を重視 し1),Gros氏 値低下の原因の

一つとして血清のアルブミンの減少 とグロブリンの増加

を挙げた2)。 山村等3)はGros氏 反応を改変して 「昇景

凝析曲線」を考案 し,こ れが結核症の病機判定法 として

一層優れていることを見出 した。この昇張凝析曲線を決

定するものは,Gros氏 反応 と同様に血清のアルブミン

とグロブリンであろうと推定 されるが,わ れわれは同時

に血清の濾紙電気泳動を行つて両者を比較検討 した。そ

の結果昇振凝析曲線はアルブミンとY一グロブリン に関

係を有すること,お よび実際に昇天とともに沈澱するの

は主にY一グロブリンであることを確めた。

人血清の電気泳動で β一グロブリンと γ一グロブリン

の間(フ イブリノーゲンの位置)に 小さい分劃の存在す

ることが知られており,Deutsch等 ≦)はこれを化学的方

法で分離 して γ芝一グロブリンと名付けている。これに対 し

て従来のY一 グPブ リンを γゴグロブリンと命名 した。

彼等によればY!の 分劃には腸チフス菌に対する0一アグ

ルチニンおよびヘモアグルチニンが存在する◎またPa-

yne等5)は 濾紙電気泳動によつてイソアグルチニンが γユ

の分劃と共に移動すると報告 している。われわれは結核

の重篤度と濾紙電気泳動による血清蛋白質の各分劃との

関係を求めるに当 り,γ一グロブリンをYi,Y2に 分離し

て検討した結果,Yr,Yゴ グrcブ リンは結核症 に対 して

はかなり異なつた態度を示すことを知つた。また極 く少

数の例においては αゴグロブリンと β一グロプリンの問

にもう一つの分劃(α,)が 出現する例を見出したので同

時に報告する。

実 験 法

血清:国 立療養所刀根山病院の職員および患者を選び

空腹時に肘静脈より採血 し,型 の如 く遠心分 離 して得

る。

濾紙電気泳動:自 製の簡単な装置で,濾 紙は水平に張

り渡 し,緩 衝液槽は二重にし,外 側に白金電極,内 側に

濾紙の端を浸す。濾紙は東洋濾紙のNo.26Hを3x40

cmに 切断 して使用する◎この濾紙は非常に厚いため拡

散がす くなく,し たがつて長時間泳動を行つても各分劃

は明確に区別できる。また血清も比較的多量(0.C8ml)

使用 し得る故,小 さい分劃でも正確に定量できる。緩衝

液は0.05Mベ ロナール,pH8.6,食 塩 を加えてイオン

強度を0.05に す る。通常濾紙は4枚 ならべ,200v,ユO

mA(濾 紙巾1cm当 り0.8mA)で15-17時 間通電

する。終了後直ちに真空硫酸デシケーター中 で乾 燥 す

るo

定量:Turba等 の方法6)に よ りアゾカルミンBの 酷

酸メタノール液で染色,メ タノール固定,10%酷 酸で洗

源後乾燥する。肉眼で色の最も淡い所を各分翻の境界と

し,鋏 で切断,0.1N苛 性 ソーダ(10-20m1)で 色繁を

抽出,ベ ツクマン光電比色計で定量する(波 長518mge)

昇飛 疑析曲線30%値:血 清0.5mlを 蒸溜水で4倍 に

稀釈し,O.OOIM昇 尿液を摘下 しながら渥濁度をLeitz

のLeifophotOn・-cerで 測定する。瀾濁度一昇張液量の

曲線より澗濁度こ%に 達するに要する昇張液量を求め,

これを30%値 とする。

実 験 成 績

健康人および結核患者の血清の濾紙電気泳動による分

析値(総 血漕蛋白質に対する百分率)と 昇張凝析曲線30

%値 を第ユ表に示す。結核が重篤になるにつれて30%

値 は順次小となり,ア ルブミンも同じく減少するが,Y・・

グmブ リンは逆に増加する◎ar,αr,β 一グロブリンも

やや増加するが β一グロブリンは重症ではかえつて減少

の傾向を示す。

われわれの実験条件では γ一グロブリンを γr,γ2一に

分離 し得たが,一 般に重症でY一 グ"ブ リンが増加 した

例ではことに明瞭に両者を区別できる◎γ嚢,γ£と結核の

重篤度との関係を第2表 に示す。YiとY2は 性 質が異
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第1表

健康人および結核患者血清の濾紙電気泳動分析値

と昇秀ヒ凝折曲線30%値

例 数
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軽 症i23
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なり,Y三 は重篤になるにつれて順次増加するが,Y2は

軽症および健康では最もすくな く,重 症では著明に増加

する。Y2とY1の 比 を見れば一層明瞭である。

人血清において¢2一グAプ

リンが2つ に分離された例は

未だ報告されていないが,わ

れわれの扱った76例 中2例

にこれが認められた。従来の

¢、,α2の名称にちなんで β一

グロブリンに近いものをex$一

グAプ リンと命名した。第3

表および写真にこの2例 を示

す。

次に昇柔凝析曲線が何によ

つて定 まるかを見るため,血 、

清蛋白質1各分割,分 割相互の

比と30%値 との相関図表を

第4表

血清蛋白質各分割 と鼻紋凝析曲線30

%値 との相関係数

第2表 症 別 とY1一,Y2一 グpプ リン量

「:醐 グ蕩 ング診 リンい ・1γ・
分 割 相 関 係 数

健 劇94.9'1-1・ ・ユ%iU聖3加%1 2.3
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リ
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,LC才,♀,健 康?

※Yと の 相 関係 数 一〇.70は76例 に つい て求 めた

の に対 し γユ,γ2と の 相 関 係数 は こ の 申の38例

につ い て:求め た。 一〇,72な る値 は この38例 に

つ い て のYと の相 関 係 数 で あ るo

作 り相関係数を求めた。(第4表 および第1,2図 ◎相関

図表は代表的なものとして相関係数の大きいアルブミ賄

Y一グ ロブリンに関するものを示す)o第4表 より昇蒙凝析

曲線30%値 はアルブミンとY一 グロブ リンに最も関係

があり,αゴ,αrグ ロブリンがこれに次ぎ,β一グRプ リ

ンはほとんど無関係である。アルブミンとグロブリンあ

るいは7一グロブリンとの比を作って見ても単独 よりも

相関の度はよくならない。Y1',Yゴ グロブリンと30%値

との相関係数は大差なく,両 者の和をとれば相関係数が

大となる。 したがって71一,Yゴ グ冒プリンはY一 グロブ
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リン全体として30%値 に寄与 している◎

次に1血溝と昇羨が反応する場合に血清のどの分醐が実

際に結合 して漏濁するかを調べた。血濟0.5〃21に0.OIM

昇天液を適当に加え,生ずる渥濁を遠心除去 し,上清を濾

紙電気泳動で分析する。各分劃の百分率の変動と添加昇

張液量の関係を第3・一一5図に示す。昇羨と結合して沈澱す

るのは主に 了一グロブリンで(第5図),α1一 グロブリン

の如く昇振液量が増すとともに上清中の量が相対的に増

加するものは昇兼と結合 しないこ とを示 している(α2一

グ質・プリンもα三一グロブリンと同様である)。 アルブミ

ソは第3図 の如 く昇羨量が多いと結合する傾向を示す。

β一グロブリンはその一部は昇張と結合するよ うに思わ

れるが,30%値 に対 してはたいして重要性がない故,

その図は省略 した。

血

清

ア

ル

ブ

第1図 血清アルブミンと昇泉凝析曲線
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考 察

結核症ど血済蛋白質の電気泳動分析に関 しては多数の

研究があり,従 来報告されたものとわれわれの成績は本

質的に一致する。 ∵1-,γ2一グロプリソは凝集素について

検討されたが,結 核症に関 して検討 された例はない。第

2表 に見る如 くYユ とY2は 病機に対 してかなりことな

つた態度を示す。Y、は病機の悪化とともに順次増加する

のに対 し,Y2は 軽症と健康ではほとんど差がなく,重

症において著明に増加する。このような性質よりY2は

結核の進行性と関連があるのではないかと考えられる。

¢ゴ グロブリンに関 しては例がす くない故,疾 病との

関係については全 く不明である◎

昇崇凝析曲線30%値 と血清蛋白質の各分劃との関係

には第3表 に示す如 くアルブミンとY一 グロブリンが主

となつている。相関係数を求める時総蛋白質量よりアル

ブミン,Y一 グロブリソの絶対値を算出し,こ れを使用

すれぽ反つて相関が悪 くなつた(数 値は省略)。 またア

ルブミンとグロブリソ(あ るいは γ一グロブリン)の 比

を作つてみても30%値 との相関は特別よくはならない。

したがつて昇羨凝析曲線 とアルブミン,Y一 グVプ リンと

の関係は決 して簡単なものではない。第9回 日本結核病

学会近畿地方会でわれわれは昇張凝析曲線30%値 が アル

ブミンと γ・グコブリンの比によつて定まると発表 した

が,こ れは当時例数がす くなく,偶 然に非常によい相関

係数(-O.9)が 得 られたためである。血清蛋白質の量的

関係には同時に質的変化を伴 うことは当然考えられるこ

とで あり,昇張の凝析には質 と量がともに関係する以上,

量のみを考慮 した場合に相関係数0.7程 度 になるのは

当然であろう。疾病によつて血清蛋白質の昇張による沈

澱性が変化することは平山等7)が 肝硬変で認めている。

Yrと γa一グロプリンは結核症に対 してかなりことなつた

態度を示すにかかわらず30%値 に対する寄与の度に大

差な く,しかも両者の和,Y一グPブ リン全体 としてより大

きく寄与しているのは興味がある。第5図 に示す如 く昇

張 と実際に結合するのは主にγ一グロブリンで,第3図 の

如 くアルブミンも昇張量が多 くなると結合するが,こ の

実験条件は実際に30%値 を求める時の条件 とはことな

つている。 したがつて漏濁度30%の 場合にアルブミン

と結合 しているか否かは判らない。β・・グロブリンは30%

債 と余 り関係がない故昇蒙との結合性を調べた図は省略

したが,一 郡 結合するものがあるのではないか と推定さ

れる例があつた。昇張との結合性に関する実験は蛋白質

の絶対量を求めていないので,厳 密なものではないが,

以上のように大体の傾向は推定 しうるであろう。

結 論

1)健 康人および結核患者血清について濾紙電気泳動

分析を行い,血 清蛋白質の各分劃の割合と病機との関係

を求めた結果,結 核が重篤になるにつれてアルブミンは

減少し,グ ログリンのα・,α2,β,Yの 各分劃がいずれも

増加する。特に γ一グロブリンの増加が著明である。β・

グロブリンのみは重症においてやや減少する◎

2)Y一 グロブリンをYl,Y2の2つ に分離 して測定す

ると,Y1は 病機とともに順次増加するが,γ2は 健康と

軽症では差がな く,中 等症,重 症の順に特に重症では著

明に増加する。

3)76例 申2例 において α2と β一 グロブリンの間に

α2に接近 して一つの分劃が見出され,α3一 グロブリン

と命名 した。

4)血 溝蛋白質の各分劃の割合 と昇柔凝析曲線30%

値 との相関々係を検討 した結果,30%値 は主にアルブミ

ンと γ一グロブリンに関係があり,γ1と γ2に対する関

係はほぼ同等である。

5)血 溶に昇蒙液を加えた上清について濾紙電気泳動

分析を行 うに,昇 羨とともに沈澱するのは主にY一 グu

プ リンである。

終りに終始御指導,御 校閲を賜つた院長渡辺三郎教

授および直接御指導を賜つた山村雄一博士に深謝する。
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